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３学期が始まりました  始業式、児童代表のことば 

 新年 あけまして 

おめでとうございます 

保護者の皆様、地域の皆 

様、今年も学校教育への御 

理解と御協力を、何卒よろ 

しくお願いいたします。 

 さて、令和６年は、大き 

な災害と事故による幕開け 

となりました。被害に遭われた方々には心から 

お悔やみとお見舞いを申し上げます。 

 昨日は、愛宕小学校の子供たちが、無事に新

学期を迎えられたことに感謝しつつ、始業式を

行いました。 

 始業式では、まず、地震や事故で亡くならた 

た方々に黙とうを捧げました。そして、その後 

に、気持ちも新たに新年の挨拶をしました。 

今年も干支の話をしたのですが、今年は甲辰 

（きのえたつ）で、「これまでに努力してきた 

ことが実を結び、願いや目標が成就する年」

だそうです。愛宕小学校でも、子供たちの願い 

や目標が叶うように、しっかりと目標を持ち、 

その目標に向けて努力を続けていこうと話しま 

した。特に３学期は、今の学年のまとめである

とともに、次の学年の準備の学期であることを 

意識して、できるまで、最後までやり遂げる 

ことを確かめ合いました。 

 ２学期までに高めてきた力を更に伸ばして、

本物のあた互の子となれるよう、優しい子では 

「ありがとう」を伝え合うこと、元気な子では 

自分で自分の健康を守ること、賢い子では本物 

の学びを身に付けていくことを、特に頑張って 

ほしいと話し、子供たちの元気な返事をもらい 

ました。うれしかったです。 

             最後に、大谷選手 

            からのプレゼントと 

            メッセージを紹介す 

            ると、子供たちは大 

            興奮でした。今日か 

            ら、6年生を皮切り 

に手に取ってみてい 

            るところです！             

 新年のトップバッターは５年生でした。 

思いのこもった、大変立派な発表でした。 

２学期に成長した、頑張ったことと 
３学期に頑張ること 【     】 

ぼくが、２学期に成長した、頑張ったと思
うことは四つあります。 
一つ目は、挨拶です。これまで挨拶は、相 

手に言われてからしたり、さわやかに言えな
かったりしていました。しかし、２学期では
「挨拶を神レベルまでできるようにする」と
いう目標ができ、その目標に向かって頑張り
ました。今では、挨拶を神レベルまでできる
ようになっています。これからもしっかり続
けたいです。（中略） 
 そして、３学期に頑張りたいことは、「高
学年として」です。３学期の３か月が終わる
と、６年生は卒業し、ぼくたちは最高学年に
なります。それまでの３か月で、ぼくは今ま
でやってきたことは継続し、まだできていな
いことをできるようにしたいです。まだでき
ていないことの中で頑張りたいことは「私が
します」という心です。他の人が何かしてい
るとき「私がします」「手伝います」などと
手伝うことを増やしたいです。 
 そして、あと３か月で最高学年です。で
も、まだ３か月あります。その３か月で、で
きるだけ成長して、最高学年の６年生になる
４月を迎えたいです。６年生の後姿をしっか
り見て、リーダーのバトンを受け取ります。 
 
２学期の思い出と３学期に頑張り 
たいこと     【     】 

 私の２学期の思い出は宿泊学習です。クラ
スメイトと１日中生活するのが初めてだった
ので、とても楽しみにしていました。宿泊学習
に間に合うように班のみんなと協力して、家
庭科のエプロン作りも頑張りました。（中略） 
 私が３学期に頑張りたいことは、二つあり
ます。一つ目はテスト勉強です。今よりも高い
点数が取れるようになりたいので、２学期よ
りも自主学習やキュビナにたくさん取り組み
たいと思います。 
 二つ目は下級生に優しくすることです。４
月から最高学年になるので、低学年の子と遊
んだり、困っている子がいたら声をかけてあ
げたりしたいです。 
 以上の二つのことを頑張って、充実した３
学期にしたいです。そして、学校や人のために
進んで動き、６年生から最高学年のバトンを
引き継げるように取り組んでいきたいと思い
ます。 

 

 


